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（地Ⅲ１４Ｆ）

平成１６年４月２６日

都道府県医師会

　感染症危機管理担当理事　殿

日本医師会感染症危機管理対策室長　

雪　下　國　雄

中国でのＳＡＲＳ報告事例について

　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて今般、厚生労働省では、新聞等で報道されております中国におけるＳＡＲＳ

患者発生に関連して、中国でのＳＡＲＳ報告事例についてとりまとめを行いました。

　また、厚生労働省では検疫所の対応強化として、４月２４日から感染拡大等がな

いことが確認できるまでの間、１．中国への出国者に対して、患者発生に関する情

報提供、渡航中の感染防止等の注意喚起の徹底、２．中国からの入国者に対して、

（１）発熱、呼吸器症状を呈した者の申告を積極的に求める、（２）当該入国者を

特定の検疫ブースに誘導するなどしてサーモグラフィー又は体温計を使用した体温

測定を実施、の対応をとることとしております。

　つきましては、本資料をお送りいたしますので、貴会におかれましても本件につ

いてご了知いただき、貴会管下郡市区医師会等に周知いただきますようよろしくお

願い申し上げます。



症例 確定例① 確定例② 疑い例① 疑い例② 疑い例③～⑥

診断
ＳＡＲＳ確定例（中国政府）
ＳＡＲＳ可能性例（WHO)

ＳＡＲＳ確定例（中国政府）
ＳＡＲＳ可能性例（WHO)

ＳＡＲＳ疑い例（中国政府）
検査結果待ち（ＷＨＯ）

ＳＡＲＳ疑い例（中国政府）
検査結果待ち（ＷＨＯ）

ＳＡＲＳ疑い例（中国政府）
未発表（ＷＨＯ）

性・年齢 26歳・女性 20歳・女性 女性（「確定例①」の母親） 31歳・男性 －

居住地 安徽省 北京市 安徽省 北京市 －

職業等
安徽医科大学・大学院生
（国立ウイルス学研究所に
おいて研修）

健宮病院・看護師（「確定例
①」を看護）

「確定例①」の母親（「確定
例①」を看病）

国立ウイルス学研究所・研
究者

「確定例②」の父親、母親、
おば、同じ病室にいた患者

経過

３月７～22日　北京・国立ウ
　　イルス学研究所で研修
３月25日　発病
３月29日　健宮病院入院
４月３日　Huainan第２病院
　　入院
４月４日　Anhui医科大病院
　　入院
４月23日　中国政府がＳＡＲ
　　Ｓ確定例と発表（ＷＨＯ
　　は可能性例と分類）

４月５日　発病
４月７日　健宮病院入院
４月14日　北京大学病院ＩＣ
　　Ｕ入院
４月22日　ＳＡＲＳ抗体陽性
４月23日　中国政府がＳＡＲ
　　Ｓ確定例と発表（ＷＨＯ
　　は可能性例と分類）

４月８日　発病
４月19日　死亡
４月23日　中国政府がＳＡＲ
　　Ｓ疑い例と発表

４月17日　発病
４月22日　隔離入院
４月23日　中国政府がＳＡＲ
　　Ｓ疑い例と発表

（「確定例②」の接触者とし
て経過観察中に発熱）
４月25日　中国政府がＳＡＲ
　　Ｓ疑い例と発表

接触者等

１３３名の接触者を経過観
察中

３３７名の接触者を経過観
察中
４月25日　中国政府が「確
　　定例②」の父親、母親、
　　おば、同じ病室にいた患
　　者がＳＡＲＳ疑い例であ
　　ると発表

中国でのＳＡＲＳ報告事例について



中国におけるＳＡＲＳ患者の発生を受けた検疫所の
対応の強化について　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 16年 4月 23日

健康局結核感染症課

現状 
　現在、中国政府の発表等においては、北京においてＳＡＲＳ
患者が１名発生し、安徽省においてＳＡＲＳが疑われる患者が

１名発生という情報に加え、 ・ 安徽省の例もＳＡＲＳ患者と
確認され、当該患者との接触者に死亡者がいる（因果関係は不
明） 
・ このほかにも新たにＳＡＲＳが疑われる者が１名発生して
いる 
等の情報があり、中国内で感染拡大が起こっているおそれが否
定できない。 

対応 
　このため、２４日から、感染拡大等がないことが確認できる
までの間、以下の対応をとることとする。 

○ 中国への出国者に対して、患者発生に関する情報提供、渡
航中の感染防止等の注意喚起の徹底 

○ 中国からの入国者に対して、
・ 発熱、呼吸器症状を呈した者の申告を積極的に求める 
・ 当該入国者を特定の検疫ブースに誘導するなどしてサーモ
グラフィー又は体温計を使用した体温測定を実施



最近のＳＡＲＳの発生状況
平成１６年３月２９日
厚 生 労 働 省

１．患者と確認された事例
（１）シンガポール研究生（平成１５年９月９日）
シンガポール国立大学の微生物研究室で研究を行っている２
７歳のシンガポール人研究生（男性）が、実験室内でＳＡＲＳ
コロナウイルスに感染して発病。

（２）台湾の研究者（平成１５年１２月１７日）
台北の國防大学予防医学研究所で研究を行っている４４歳の
台湾の研究者（男性）が、実験室内でＳＡＲＳコロナウイルス
に感染し、発病。

（３）広東省のテレビ・プロデューサー（平成１６年１月５日）
中国広東省広東市の３２歳テレビ・プロデューサーが、ＳＡ
ＲＳコロナウイルスに感染し発病。感染源は現在までのところ
不明。

（４）広東省の女性（平成１６年１月１７日）
広東省で野生動物を扱う飲食店に勤務する２０歳代女性がＳ
ＡＲＳを疑われ、５日、同省衛生当局が否定するが、８日、再
び、ＳＡＲＳが疑われると発表された。感染源は確定されてい
ないが、勤務する飲食店にあるハクビシンの檻からＳＡＲＳコ
ロナウイルスが検出されたとの報道がある。

（５）広東省の男性（平成１６年１月１７日）
広東省で３５歳の自営業の男性が、ＳＡＲＳコロナウイルス
に感染し発病。感染源は現在までのところ不明。
【ただし、この事例はＷＨＯは可能性例として取り扱っている 】。

（６）広東省の男性（平成１６年１月３１日）
広東省で４０歳の開業内科医の男性が、ＳＡＲＳコロナウイ
ルスに感染し発病したが、すでに回復し３０日退院した。感染
源は現在までのところ不明。接触者については、これまでのと
ころ異状は認められていない。

２．感染が疑われた主な事例
（１）フィリピン人女性（平成１６年１月７日）
香港で働いていた女性がフィリピンに帰国した後、ＳＡＲＳ
の疑いがもたれたものの、ＳＡＲＳは否定された。

（２）香港のテレビ・クルー（平成１６年１月８日）
、 （ （ ））ＳＡＲＳ取材のため 広東省のＳＡＲＳ患者 上記１の ３

が入院した病院や、野生動物市場などを訪れた香港のテレビ局
、 。の記者ら３人がＳＡＲＳが疑われたが ＳＡＲＳは否定された

※ 平成１５年７月５日、ＷＨＯが最後のＳＡＲＳ伝播確認地域となっていた台湾の指定を
解除し、ＳＡＲＳ制圧を宣言して以降の例
参考：ＷＨＯの報告によると、ＳＡＲＳの感染者数は 名、死者は 名。8,098 774
（平成１５年９月２６日現在）








